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先日、私は自分自身が PTA 会長を務めている高等学

校で人権の講演をしました。

講演の前に『人権って何？』と聞くと、生徒の皆さん

は『小学校からずっと勉強してきたけどよくわからない』

『正直、何て答えたらいいか…』『人が生きていく上で必

要なもの』と答えてくれました。けれど、講演が終わっ

た後には『初めて人権ってことがわかった』『人権ってそ

め『』たてぎすえ考くし難！やんたっやとこな単簡になん

っちゃわかりやすかった！自分にとっても大事なことや

ったんや！』と感想を述べてくれました。

私はその講演で『人権とは一人一人が幸せに自分らし

く生きる権利』という内容のお話をしました。とても単

純で、素直で、自然なことです。なのに、『人権って何？』

と聞くと、私の中学生の娘も『めんどくさいもの！作文

書かされたり、ポスター描かされたり…』と答える。そ

うか、まず人権って何かってことをわかりやすく知って

もらう必要があるんだと思いました。

そこで、今回このような特集を考えました。

『自分と自分以外の人が幸せに自分らしく生

きるために大切なもの。それが人権なんだよ！』

と伝えたくて。
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2021 年 6 月に「尼崎市人権文化いきづくまちづくり計画」が策定されました。同計画をわかりやすく解説した「じんけんまなぶ本」から一部を紹介します。

しかし、私たちは、ともすれば偏見にとらわれたり、

他者の人権を侵害してしまうことがあります。だから

こそ、「人権とはなにか？人権にはどのようなものがあ

るのか？」について学び続け、自らの偏見や差別心と

向きあうことが必要なのです。

「じんけん（人権）」って何？
すべての人が生まれながらにもっている、

人間が人間らしく生きていくために

誰からも侵されることのない普遍的な権利です。

自分の権利を他の人の権利を侵害するために使ってはなりません。また、特定の

権利を他の権利より優先したり、取捨選択することはできません。人権は相互に関

連しあっており、それらを総体として尊重することが必要です。

人権は個人相互の関係においても尊重されなければならないものです。私たちの

身の回りにはさまざまな人権問題が存在しており、自分でも気づかないうちに他者

の人権を侵害してしまう可能性があります。

特に感染症蔓延時等の緊急事態下や災害時においては、平常時には表面化しにく

い人権問題が顕在化することから、日頃から自分と他者の人権について思いを巡ら

すことが大切です。

・手をつなぎ、肩を組んで大きな声で笑い合いたい。

（50 代）

・皆とマスクなしで喋ったりして前の生活にもどれ

ばいいなと思う。（10 代）

・特にこれという事はないが、友人と集まってたわ

いもない話をちょくちょくしたい。（50 代）

・家族で外食に行く‼（40 代）

・マスクをとって、思い切り空気を吸いたい。

（10 代）

・常に頭の片隅に置いて相手を大切に思うこと。そして自

分のことも大切にするということ。（50 代）

・あまりわからない。（10 代）

・生まれながらに持っていて、誰もが公平に過ごせるよう

につくられたもの。（10 代）

・人を差別しないことだと思う。（10 代）

・周りも自分も笑顔で日々を送るもの。（50 代）

・自分にとっても、他人にとっても一番大切なもの。いつ

もはあまり意識しないが、なければ生きていけないもの。

（60 代）

・大切なもの。みんなが自分らしく暮らすためには、必要

不可欠なものだと思う。でも「多様性を受け入れる」「価

値観の違いを認め合う」ということが、どういうことな

のか、はっきりと理解出来ていない。（20 代）

・みんながのびのび暮らせて、悲しい気持ちにならないた

めのもの。（10 代）

・生きていく中で、人との関わりをスムーズにし、幸せに

なる権利を皆が平等に持てること。それを知ることによ

って正しく生きていける。また、周りにも愛情を与える

ことができる。（30 代）

・特に人権について意識するような場面にでくわした事

がありません。（50 代）

・自分自身が一人の人間として認められている

証明・権利。（30 代）

コロナが落ち着いたら、
一番にしたいことは何ですか？

コロナ禍で自分や友だちが、
つらいと感じたことを教えてください。

・友達と過ごす時間が減ったこと。休校になって、

悲しかった。（10 代）

・友人の息子さんが自ら命を絶ってしまったこと。

コロナ禍でなければもっと何かできていたかもと

思ったりする。悩みを抱える方がコロナという壁

でさらに孤独を深めている。（60 代）

・コロナの怖さやとらえ方がさまざまな家族間での

安心づくりに苦労している。（40 代）

・マスクで顔や表情が見えないこと。大人はもちろ

ん幼児までもが当然のように「新しい生活様式」

になじまされている。（50 代）

・「通常」に生活できる事に「ありがとう」と思えること

を、一つでも多く見つけていく。（50 代）

・偏った情報に流されず、自分でしっかり判断する。人の

せいにしないよう心掛け、聞き上手な人になる（なりた

い）。（60 代）

・コロナの前の生活に戻りたいとよく言われるけど、今は

社会が変わっていくべき時。浮き上がってきた様々な

問題を、収束したからと言って無かったことにしない

ようにしていきたい。（60 代）

・「価値観の違いを認め合う」ということがどういうこと

か模索中。（20 代）

・今はコロナで何かしら苦しんでいると思うけど、マスク

や消毒などを続けていけばコロナも収まると思うから、

みんなで協力をして頑張っていきたい。（10 代）

・マスクで人の表情が見えないから、いつもより他人に気

を配っている。（10 代）
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「人権」って誰にとっても身近で、大切なもの。
誰からも侵されることがあってはいけない、
誰も侵してはいけない権利です。
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私たちの日常のさまざまなことは「人権」に繋がっています。

（発行／尼崎市ダイバーシティ推進課）
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